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インターバンクの声 （2015年 12月 17 日） 
 

「大どんでん返し」もなく、米連邦準備制度理事会（FRB）が９年半ぶりに政

策金利の引き上げを決定した。市場が実質的なゼロ金利政策の解除をほぼ織

り込んでいただけに、まさかの利上げ見送りにでもなれば、為替市場ととも

に、引け時間が迫ったニューヨーク株式市場がどのような反応になるのか想

像もしたくなかったが、取りあえず第一関門は無事通過した。FRBの利上げの

発表、そしてイエレン議長の会見を経てもなお上下１円余りの取引値幅しか

ないおとなしいドル円相場になっているが、本格的な相場変動はこれからが

本番だろう。ユーロも１．０９ドル台前半と、１２月３日の欧州中央銀行（ECB）

の追加金融緩和の規模に対する不満から急上昇した後の価格とほとんど変わ

っていない。豪ドルの０．７２ドル台の水準も過去１カ月間の平均水準の価

格だ。来週の後半はクリスマス・シーズンに突入するとあって、年内に一相

場が来るのであればこの週末を挟んだ数日か年末最終週だろう。 
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